
鹿児島市では、ＷＨＯ（世界保健機関）が推奨するセーフコミュニティに取り組み、 しました。
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2020年度の国際認証再取得に向けて、取組推進中！

目標の達成に向け、防災・災害対策委員会では、

○住民の避難状況の把握

○避難行動要支援者の避難体制確立

○避難訓練の充実強化

に取り組んでいます。

鹿 児 島 組市 取の

目標 桜島地域における

避難体制の再構築

取 組 の 果成

◆住民の避難状況の把握

住民の避難状況を把握する仕組みづくりのため、「住民一

覧表（防災用名簿）」を、桜島島内の全町内会で作成しまし

た。さらに、住民一覧表と符合した防災ヘルメットを島内全

住民に配布するなど、避難者を確認する仕組みの充実に取り

組んでいます。

ら 備 え しま

非常持出品は、災害の危険が迫って避難するときに自宅から緊急的に持ち出す品々です。避難場所で１～２泊できるくらいの水、食料、

生活用品を準備しましょう。日ごろからリュックサックなどにまとめて、すぐに持ち出せる場所に用意しておくことが大切です。

貴重品
現金・預貯金通帳・

健康保険証・印鑑など

飲料水・非常食
ミネラルウォーター・乾パン・

缶詰・栄養補助食品など

生活用品
衣類・タオル・雨具

ビニールシート・ポリ袋・

使い捨てカイロなど

避難するときに使うもの
懐中電灯・ヘルメットなど

情報収集するときに使う物
携帯電話・充電器・

携帯ラジオ・筆記用具など

お薬・救急用品
ばんそうこう・消毒液・

胃腸薬・処方箋など

衛生用品
マスク・簡易トイレ・

ウェットティッシュなど

家庭に応じて
女性の生理用品・

子どものミルク・入れ歯・

ペット用品など

◆避難訓練の充実強化

避難行動を取る際に役立てる取組とし

て、「住民用避難マニュアル」や「桜島

火山ハザードマップ」を、桜島島内の全

世帯に配布しました。また、海上避難や

陸上避難の実施などより実践的な訓練と

なるよう努めています。

資料：京都大学火山活動研究センター

ご自身にとって必要な

ものを備えましょう
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姶良カルデラ周辺の地盤の上下運動


